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章 市 

 

 

問合せ　高齢介護課・内線 1176 まで。 

場所 日時 

※手話通訳を希望する方は、1月16日（金）までにファクス（042-563-5930）
　にてお申し込みください。 
※清原市民センターは駐車場が限られていますので、車での来場はご遠慮ください。 

市役所会議棟 
第1・2会議室 
清原市民センター 
集会室1・2

市長と語ろう会・タウンミーティング 
「東大和元気ゆうゆう体操で健康寿命をのばそう」 
　市民の皆さんと市長が直接語り合う「市長と語ろう会」（タ
ウンミーティング）を実施します。今回は「東大和元気ゆう
ゆう体操で健康寿命をのばそう」がテーマです。 
　いつまでも自分らしく住み慣れた地域で暮らすためには、
介護予防を行い、健康寿命をのばすことが重要です。 
　そのため、市では 3年前から「東大和元気ゆうゆう体操」
を活用した介護予防に取り組んできました。今後、更なる健
康寿命の延伸と体操の普及のためにどんなことができるのか、
市長と語り合ってみませんか。事前の申込みは不要です。 

第 1 回    1 月24日（土）午後 2 時～ 3 時30分 

第 2 回    1 月28日（水）午後 7 時～ 8 時30分 
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今号の主な記事
介護保険料等は所得税、
　市・都民税の控除が受けられます  …2面
市政にあなたのご意見を～市長への
　　　手紙をお待ちしています  ……3・4面
嘱託員を募集します  ……………………5面
    　 乳 ○ 医療証から 子 ○医療証 へ の切り替え   …          6面
ちょこっと共済  …………………………7面

　

例
年
春
に
開
催
さ
れ
る「
食
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

東
大
和
市
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

〝
う
ま
か
ん
べ
ぇ
〜
祭
〞
が
今

年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

来
場
者
に
よ
る
投
票
な
ど
で
、

ご
当
地
グ
ル
メ
候
補
を
選
ぶ

「
食
」
の
祭
典
に
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
創
作
料
理
で
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る

イ
ベ
ン
ト
を
市
民
総
出
で
作
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日　

５
月
９
日
貍
・　
１０

日
豸

▽
会
場　

都
立
東
大
和
南
公
園

平
和
広
場

▽
内
容　

出
展
団
体
に
よ
る
ご

当
地
グ
ル
メ
候
補
を
決
定
す
る

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
（
来
場
者

に
よ
る
投
票
方
式
）、ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
、
友
好
都
市
喜
多
方

市
の
物
産
販
売
な
ど

【
説
明
会
】

　

出
展
を
希
望
す
る
方
を
対
象

と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

１
月　

日
貅
午
後
６

２２

時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

▽
説
明
内
容　

出
展
団
体
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
準
備
、

当
日
の
様
子
な
ど
に

つ
い
て

【
応
募
】

▽
応
募
期
間　

１
月

　

日
貅
〜
２
月　

日

２２

１９

貅▽
応
募
方
法　

出
展

要
項
の
内
容
を
満
た

し
た
う
え
で
、
必
要

書
類
に
記
入
し
、
産

業
振
興
課
（
市
役
所

１
階
）
ま
で
直
接
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
及
び
出

展
要
項
は
、
産
業
振
興
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
募
集
出
展
団
体
数　
　

団
体

１８

※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成　
２７

年
度
実
施
予
定
の
事
業
で
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
防
災

行
政
無
線
の
聞
こ
え
方
に
つ
い

て
、
様
々
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題

点
の
段
階
的
な
改
善
に
向
け
、

市
内
の
一
部
地
域
（
４
か
所
）

に
設
置
し
て
い
る
防
災
行
政
無

線
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調

査
に
あ
た
り
各
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
テ
ス
ト
放
送
を
行
い
、
市
が

委
託
し
た
業
者
に
よ
っ
て
、
音

声
の
到
達
状
況
等
を
確
認
し
ま

す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
調
査
日
時　

１
月　

日
貊
午

２３

前
９
時
〜
午
後
５
時
の
随
時

▽
調
査
箇
所

�
用
水
北
緑
地
（
向
原
４
―　
２２

―
１
）

�
梅
の
原
住
宅
（
向
原
５
―
１

１
２
９
―　

）
３０

�
都
営
向
原
団
地
（
向
原
６
―

１
）

�
第
五
小
学
校
（
向
原
１
―　

）
１１

▽
テ
ス
ト
放
送
の
文
言　

「
こ

ち
ら
は
防
災
東
大
和
で
す
。
た

だ
い
ま
音
響
調
査
の
た
め
、
試

験
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。」

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
市
民
意

識
の
高
揚
を
目
的
に
、

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス

タ
を
実
施
し
ま
す
。

�
第
一
部
で
は
、
男
女

共
同
参
画
川
柳
の
表
彰

式
を
行
い
ま
す
。

�
第
二
部
で
は
、
男
女

共
同
参
画
関
連
の
映
画

「
そ
し
て
父
に
な
る

（
字
幕
付
き
）」
を
上
映

し
ま
す（
出
演：

福
山
雅

治
、
尾
野
真
千
子
他
）。

※
第
二
部
か
ら
の
入
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月　

日
貍

１４

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

第4回 

5月9日（土）・10日（日）開催 

オリジナルの
創作料理を 
提 供 す る  
出展団体を  
募集します  

1
月
 23
 日
 （金）
 
市
内
4
か
所
で
実
施
し
ま
す
 

防
災
行
政
無
線
の
音
響
調
査
 

（
午
後
１
時
開
場
）

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル

▽
定
員　
　

人
（
午
後
０
時　

２６０

３０

分
か
ら
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
）

▽
入
場
料　

無
料

▽
手
話
通
訳
（
第
一
部
の
み
）

２
月　

日
貂
ま
で
に
、
フ
ァ
ク

１０

ス
（　

―　

―
５
９
３
１
）
ま

０４２

５６３

た
は
メ
ー
ル
（shim

inseikats
u@
city.higashiyam

ato.lg.j
p

）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
保
育　

１
歳
以
上
の
未
就
学

児
〔
定
員
６
人
（
申
込
順
。
申

込
期
限
は
１
月　

日
貊
）〕

３０

▽
保
育
の
申
込
み
・
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
５

ま
で
。

　

東
大
和
市
議
会
議
員
及
び
市

長
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し
て

い
る
方
を
対
象
と
し
た
説
明
会

を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日
貍
午
前　

１４

１０

時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

▽
出
席
人
数　

立
候
補
予
定
者

１
人
に
つ
き
２
人
以
内

▽
持
参
す
る
も
の　

筆
記
用
具
、

印
鑑
（
立
候
補
関
係
書
類
受
領

者
の
も
の
）

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
・
内
線
１
５
９
２
ま
で
。

2
月
 14 
 日
 （土）
 

市
議
会
議
員
・

　
　
　市
長
選
挙

立
候
補
予
定
者

　
　
　
　
説
明
会

線
１
３
５
２
ま
で
。

◎
１
月　

日
は
文
化
財
防
火
デ

２６

ー
で
す

　

昭
和　

年
１
月　

日
は
、
法

２４

２６

隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
失
す
る

と
い
う
事
件
が
起
き
た
日
で
す
。

　

後
年
行
わ
れ
た
壁
画
の
修
復

作
業
で
は
、
現
在
の
（
仮
称
）

東
大
和
郷
土
美
術
園
に
長
年
お

住
ま
い
で
あ
っ
た
吉
岡
堅
二
画

伯
も
修
復
の
中
心
的
役
割
を
担

っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
こ
の

出
来
事
を
教
訓
と
し
て
、
国
に

よ
っ
て
昭
和　

年
に
制
定
さ
れ

３０

ま
し
た
。火
災
は
、地
域
の
人
々

が
守
り
伝
え
て
き
た
貴
重
な
文

化
財
を
、
一
瞬
で
な
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。
失
わ
れ
た
文
化
財

は
、
二
度
と
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
火
を
使
う
こ
と

が
多
く
な
る
こ
の
時
期
に
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
地
域
に
伝

わ
る
文
化
財
を
大
切
に
守
り
な

が
ら
、
次
代
へ
と
伝
え
て
い
く

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７
◎
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
消

防
訓
練
を
実
施

　

１
月　

日
の
文
化
財
防
火
デ

２６

ー
に
合
わ
せ
て
、
貴
重
な
文
化

財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
消

防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

1
月　

日
豸
午
前
９

２５

時　

分
か
ら

３０
▽
場
所　

豊
鹿
島
神
社
（
芋
窪

１
―
２
０
６
７
）

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

　

１
月　

日
貍
に
、
第
六
小
学

３１

校
に
て
避
難
所
生
活
、
非
常
食

炊
き
出
し
な
ど
を
体
験
す
る

「
避
難
所
体
験
訓
練
」
を
実
施

し
ま
す
。

▽
対
象
地
区　

第
六
小
学
校
通

学
区
域
を
中
心
に
市
内
全
域

▽
日
時　

１
月　

日
貍
午
前
９

３１

時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
・
荒
天

中
止
）

▽
場
所　

第
六
小
学
校
校
庭
及

び
体
育
館

▽
訓
練
内
容　

避
難
所
体
験
訓

練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
ス
タ
ン

ド
パ
イ
プ
を
活
用
し
た
放
水
及

び
給
水
体
験
訓
練
、
起
震
車
に

よ
る
地
震
体
験
、
マ
ン
ホ
ー
ル

式
ト
イ
レ
の
展
示
等

※
当
日
は
、
上
履
き
を
ご
持
参

の
上
、
動
き
や
す
く
暖
か
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

高齢者が、長年にわたって

社会の発展につくしてき

た人として、敬愛される

まちにしましょう。

〔東大和市高齢者憲章（抄）〕

2
月
 １４
 日
 （土）
 ／
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
 

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
 

��������������������������������������������������������������������������

1月 31日（土） 
第六小学校にて実施 

避難所 
　体験訓練 

市役所（本庁舎）の土曜窓口をご利用ください 毎週土曜日午前 8時 30分～正午（祝日及び年末年始は除く）／市民課、保険年金課、課税課、
納税課、子育て支援課、保育課で、平日業務の一部を実施／問合せ　企画課・内線 1424 まで
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【
介
護
保
険
料
】

　

所
得
税
ま
た
は
市
・
都
民
税

の
申
告
を
行
う
際
に
、
平
成　
２６

年
中
に
納
め
た
介
護
保
険
料
は
、

社
会
保
険
料
と
し
て
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

�
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
て
い
た
方：

平
成

　

年
２
月
〜　

月
の
間
に
徴
収

２６

１２

さ
れ
た
額

�
介
護
保
険
料
を
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た

方：

平
成　

年
中
に
納
め
た
額

２６

ま
た
は
引
き
落
と
さ
れ
た
額

※
平
成　

年
中
に
納
め
た
介
護

２６

保
険
料
額
が
不
明
な
場
合
等
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
１
ま
で
。

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
】

　

税
金
の
申
告
を
行
う
際
に
、

平
成　

年
中
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

２６

を
利
用
し
た
時
に
支
払
っ
た
自

己
負
担
額
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と

な
る
サ
ー
ビ
ス
及
び
対
象
費
用

は
、
左
上
表
の
と
お
り
で
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
３
７
ま
で
。

■
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

の
お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控

除
　

お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控

除
を
受
け
る
に
は
、
医
師

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
２
年
目
以
降
の

申
告
で
、
介
護
認
定
に
係

る
書
類
に
よ
り
寝
た
き
り

状
態
及
び
尿
失
禁
の
確
認

が
で
き
る
方
は
、
高
齢
介

護
課（
市
役
所
２
階
）で
交

付
す
る
書
類
で
代
用
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課

・
内
線
１
１
７
３
ま
で
。

　

１
月　

日
の
東
大
和
市
消
防

１１

出
初
式
で
、
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

○
東
京
都
三
多
摩
消
防
団
連
絡

協
議
会
長
表
彰

�
優
良
表
彰 

第
六
分
団

○
東
京
消
防
庁
北
多
摩
西
部
消

防
署
長
表
彰

�
優
良
表
彰 

第
一
分
団
、
第

五
分
団

�
応
急
救
護
指
導
活
動
功
労
表

彰 

第
一
分
団
団
員
・
浅
川
皓

貴○
東
大
和
市
長
表
彰

�
功
績
表
彰 

第
七
分
団
分
団

長
・
前
島
孝
弘
、
第
一
分
団
分

団
長
・
目
黒
雄
介

� 
竿
頭
綬 
表
彰 

第
六
分
団

か
ん
と
う
じ
ゅ

○
東
大
和
市
消
防
団
長
表
彰

�
永
年
勤
続
表
彰　
　

年 

第

２５

七
分
団
団
員
・
上
岡
幸
典

�
永
年
勤
続
表
彰　
　

年 

第

１５

三
分
団
分
団
長
・
山
室
鉱
一

朗
、第
三
分
団
団
員
・
武
田
進
、

第
七
分
団
団
員
・
玉
手
正
人

�
永
年
勤
続
表
彰　
　

年 

第

１０

二
分
団
副
分
団
長
・
竹
内
真

徳
、
第
一
分
団
班
長
・
大
川
浩

司
、
第
一
分
団
班
長
・
板
谷
智

史
、
第
三
分
団
班
長
・
尾
崎
聡

義
、
第
五
分
団
班
長
・
鈴
木
喜

一
、
第
六
分
団
班
長
・
吉
本
吉

隆
、第
一
分
団
団
員
・
原
将
巳
、

第
一
分
団
団
員
・
池
谷
牧
雄
、

第
三
分
団
団
員
・
山
中
斉
生
、

第
四
分
団
団
員
・
中
村
朋
弘
、

第
六
分
団
団
員
・
山
中
学
、
第

六
分
団
団
員
・
田
中
康
治
、
第

七
分
団
団
員
・
西
川
哲
弘

�
精
勤
表
彰 
　

人
２３

○
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状　

２
人

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

�

　

参
加
希
望
の
方
は
、
開
催
日

時
に
、
直
接
会
場
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
８
日
豸
午
前　
１０

時
か
ら

▽
場
所　

小
平
・
村
山
・
大
和

衛
生
組
合
３
階
大
会
議
室
（
小

平
市
中
島
町
２
番
１
号
）

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

▽
内
容　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
圧

縮
に
よ
り
発
生
が
想
定
さ
れ
る

化
学
物
質
及
び
健
康
へ
の
影
響

に
つ
い
て
等

▽
講
師　

化
学
物
質
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

▽
問
合
せ　

小
平
・
村
山
・
大

和
衛
生
組
合
計
画
課
�　

―　
０４２

３４１

―
４
３
４
５
、
ま
た
は
ご
み
対

策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

　

不
用
に
な
っ
た
「
は
が
き
」

の
回
収
を
行
い
ま
す
。
可
燃
ご

み
の
中
か
ら
、
貴
重
な
紙
資
源

を
分
別
す
る
こ
と
で
、
紙
資
源

の
再
利
用
を
促
進
し
ま
す
。
有

料
の
可
燃
ご
み
の
減
量
に
も
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

回
収
し
た
不
用
は
が
き
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮
し
、

紙
製
品
と
し
て
再
利
用
し
ま
す
。

回
収
し
た
も
の
は
、
返
却
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

（
お
年
玉
付
年
賀
は
が
き
の
抽

選
日
は
１
月　

日
豸
で
す
）。

１８

▽
回
収
期
間　

１
月　

日
豺
〜

１９

２
月　

日
貊
（
閉
庁
日
及
び
休

２７

館
日
は
除
く
）

▽
回
収
場
所　

ご
み
対
策
課

（
市
役
所
３
階
）、市
民
セ
ン
タ

ー
、
中
央
・
蔵
敷
・
狭
山
公
民

館
、
市
内
の
郵
便
局

※
回
収
箱
は
設
置
し
ま
せ
ん
。

窓
口
で
直
接
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

▽
平
成　

年
度
回
収
実
績

２５

�
回
収
量 
　

㎏
３５０

�
回
収
枚
数 

約　

万
枚

１３

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

　

平
成　

年
分
の
給
与
支
払
報

２６

告
書
の
提
出
期
限
は
２
月
２
日

豺
で
す
。
お
早
め
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

給
与
支
払
報
告
書
及
び
総
括

表
は
、
給
与
受
給
者
の
平
成　
２７

年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地

（
退
職
者
は
退
職
時
の
住
所

地
）
の
市
区
町
村
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
給
与
支
払
報
告
書

は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
）
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
も
提
出
で
き
ま
す
。

ご
利
用
方
法
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
（
�
０
５
７
０

―
０
８
１
４
５
９
）
ま
た
は
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.eltax.jp

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
給
与
所
得
に
お
け
る

市
民
税
・
都
民
税
（
住
民
税
）

の
徴
収
方
法
は
、
原
則
、
給
与

か
ら
の
特
別
徴
収
（
給
与
天
引

き
）
の
方
法
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
普
通
徴
収
（
個

人
納
付
）
よ
り
も
、
毎
月
の
給

与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
特
別
徴

収
の
ほ
う
が
、
年
税
額
が
各
月

に 
按 
分
さ
れ
る
た
め
、
１
回
あ

あ
ん

た
り
の
納
付
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
や
納
め
に

行
く
手
間
な
ど
、
従
業
員
の
方

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
特
別
徴
収
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
５
ま
で
。

■
税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相

談
会

　

個
人
事
業
者
や
年
金
受
給
者

及
び
給
与
所
得
者
等
を
対
象
と

し
た
、
無
料
申
告
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
税
目

は
所
得
税
及
び
消
費
税
で
す
。

▽
期
間　

２
月
４
日
貉
〜
６
日

貊
・　

日
貂
・　

日
貅
・　

日

１０

１２

１３

貊▽
時
間　

�
午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時

１５

　

分
（
受
付
は
午
前　

時
ま
で
）

３０

１１

�
午
後
１
時　

分
〜
４
時
（
受

３０

付
は
午
後
３
時　

分
ま
で
）

３０

※
混
雑
時
は
時
間
前
に
受
付
を

締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
４
日
貉
、　

日
貅
及
び　

日

１２

１３

貊
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
告

書
等
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
注
意
点

�
土
地
建
物
及
び
株
式
な
ど
の

譲
渡
所
得
・
贈
与
税
・
相
続
税

の
相
談
、
複
雑
な
内
容
の
相
談

は
行
い
ま
せ
ん
。

�
過
去
に
電
子
申
告
を
利
用
し

た
方
は
、「
利
用
者
識
別
番
号
」

の
わ
か
る
書
類（「
申
告
書
等
送

信
票
」
や
「
確
定
申
告
の
お
知

ら
せ
」
等
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
か
ら
無
料
申
告
相
談

会
場
で
は
、
提
出
の
み
の
申
告

書
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
郵
送
等
で
税
務
署
へ
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

立
川
税
務
署
�　
０４２

―　

―
１
１
８
１
へ
。

５２３
■
償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め

に
　

事
業
を
営
む
方
は
、
市
内
で

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
所
有

２７

す
る
償
却
資
産
の
内
容
等
を
申

告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
申
告
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
お
早
め
に
申
告
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▽
申
告
期
限　

２
月
２
日
豺

▽
申
告
場
所　

課
税
課
（
市
役

所
１
階
）

※
昨
年
申
告
さ
れ
て
い
る
方
、

新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
に
平

成　

年
度
用
の
申
告
書
を
郵
送

２７
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
告
書
が

届
い
て
い
な
い
方
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
９
ま
で
。

介
護
保
険
料
 

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
 

所
得
税
、
市
・
都
民
税
の
 

　
　
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

市
で
は
、
玉
川
上
水
駅
北
口

の
商
業
施
設
内
に
、
東
大
和
市

ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
業
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
け
ま
す
。

▽
開
業
日　

１
月　

日
貅

２２

▽
開
業
時
間　

正
午
〜
午
後
６

時
（
開
業
初
日
は
午
前　

時
か

１０

ら
と
な
り
ま
す
）

▽
行
事　

旧
日
立
航
空
機
㈱
変

電
所
パ
ネ
ル
展
示
、
市
の
情
報

発
信

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
５
ま
で
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農

林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本
的
な

調
査
で
す
。
１
月
中
旬
か
ら
調

査
員
が
農
林
業
関
係
者
の
方
々

を
訪
問
し
ま
す
。
調
査
の
対
象

と
な
っ
た
方
に
は
、
調
査
票
に

農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

記
入
事
項
は
、
統
計
以
外
の

目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
２
ま
で
。

介護サービスの利用に伴う医療費控除の取り扱い
自己負担の種類

対象となるサービスの名称 食 費居住費
滞在費

介護報酬 
1 割負担

－－○訪問看護
①

－－○介護予防訪問看護
－－○訪問リハビリテーション

②
－－○介護予防訪問リハビリテーション
－－○居宅療養管理指導

③
－－○介護予防居宅療養管理指導
○－○通所リハビリテーション

④
○－○介護予防通所リハビリテーション
○○○短期入所療養介護

⑤
○○○介護予防短期入所療養介護

――○定期巡回・随時対応型訪問介護看護
（一体型事業所で訪問看護を利用する場合）⑥

――○
複合型サービス（①～⑥を含む組み
合わせにより提供されたもので生活
援助中心型の訪問介護部分は除く）

⑦

－－○訪問介護（生活援助中心型は除く）
⑧ －－○夜間対応型訪問介護

－－○介護予防訪問介護
－－○訪問入浴介護

⑨
－－○介護予防訪問入浴介護
×－○通所介護

⑩

×－○認知症対応型通所介護
×－○小規模多機能型居宅介護
×－○介護予防通所介護
×－○介護予防認知症対応型通所介護
×－○介護予防小規模多機能型居宅介護
××○短期入所生活介護

⑪
××○介護予防短期入所生活介護

――○
定期巡回・随時対応型訪問介護看
護（一体型事業所で訪問看護を利
用しない場合及び連携型事業所）

⑫

○ (ただし
２分の１)

○ (ただし
２分の１)

○ (ただし
２分の１)介護老人福祉施設

⑬
○ (ただし
２分の１)

○ (ただし
２分の１)

○ (ただし
２分の１)地域密着型介護老人福祉施設

○○○介護老人保健施設⑭
○○○介護療養型医療施設⑮

注1）⑧～⑫は、①～⑥のサービスと併せて利用する場合のみ対象となります。
注2）上記のサービス類型にかかわらず、介護福祉士等による喀痰（かくたん）
　　  吸引等の対価については、その10分の１が控除対象になります。

事業主の方へ 

給与支払報告書 
の提出は 
　　お早めに 

消防団員の 
　　　表彰 
1月11日の消防出初式 
で表彰されました 

使
用
済
み
不
用

は
が
き
の
回
収

農
林
水
産
省
実
施
 

農
林
業
セ
ン
サ
ス

　調
査
に
ご
協
力
を

1
月
 ２２
 日
 ／
 玉
川
上
水
駅
北
口

ふ
れ
あ
い
 

　
　
広
場
を
開
業

東大和市耐震改修促進計画（改定案）の意見募集を行います 募集期間は2月5日（木）まで。詳細は、市のホームページをご覧ください
／問合せ　都市計画課・内線1261まで

３
市
共
同
資
源
物
処
理
 

施
設
整
備
地
域
連
絡
協
議
会

化
学
物
質
に
 

　関
す
る
勉
強
会
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市
で
は
、
よ
り
よ
い
市
政
運

営
を
行
う
た
め
、
「
市
長
へ
の

手
紙
」
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
声

を
お
伺
い
し
ま
す
。
市
の
仕
事

や
対
応
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
、

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
苦
情
等

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

手
紙
に
つ
い
て
は
、
直
接
市
長

が
拝
見
し
、
施
策
の
参
考
と
す

る
よ
う
関
係
各
部
課
に
指
示
し

ま
す
。内
容
に
よ
っ
て
、市
長
ま

た
は
担
当
者
か
ら
回
答
し
ま
す
。

◎
市
民
相
談
・
専
門
相
談
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
政
に
つ
い
て
の

要
望
や
相
談
、
日
常
生
活
の
中

で
の
法
律
、
税
務
、
登
記
、
交

通
事
故
等
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す（
左
表
参
照
）。
専
門
相
談

は
予
約
制
で
す
（
電
話
で
の
予

約
可
）。相
談
の
実
施
日
時
は
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
報
１
日
号
の「
今
月
の
相
談
」

欄
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
秘
書

広
報
課
・
内
線
１
４
１
３
ま
で
。

市長への手紙 
市政にあなたのご意見を 

市長への手紙 

「市長への手紙」 

（差出人）※回答を希望する場合は必ずご記入ください。 

受付番号 

住所 

氏名 ふりがな 

〒207-

東大和市 

私の意見・要望・提案・情報 

電話番号　　　　 － 

回　答 1.　希望する 
2.　希望しない 

について 

※ファクス（０４２－５６３－５９３２）をご利用の場合は、この面を送信してください。 

※市では、裏面のとおり市民相談を行っていますので、お気軽にご利用ください。 

　問合せ　秘書広報課・内線１４１３まで。 

の　　　　り　　　　し　　　　ろ 

の
　
　
　
り
　
　
　
し
　
　
　
ろ 

の
　
　
　
り
　
　
　
し
　
　
　
ろ 

相  談  員相　談　日相　談　内　容相　談　名

市 職 員
月～金曜日
（祝日は除く）
午前 8 時 30 分～午後 5 時

市政に関する要望・意見・苦情等、その他一般
的な相談もお受けします（電話相談も可）。
また 、 内容によっては専門相談をご紹介します。

市  民  相  談

弁 護 士毎週金曜日
午前 9 時～正午

金銭貸借（クレジット・サラ金） 、 借地借家、保証担
保、遺産相続、離婚、損害賠償、訴訟等の法律問題法 律 相 談

専  
門  
相  
談
（ 
予  
約  
制 
）

人権擁護委員毎月第 3 木曜日
午前9時30分～正午

人権侵害、家族関係、離婚問題、人生相談、
近隣関係の悩みごと等

人 権 身 の 上
悩みごと相談

税 理 士毎月第 3 木曜日
午後 1 時～ 4 時

相続税、贈与税、所得税、不動産取得税等の
税に関する問題税 務 相 談

司法書士毎月第 3 木曜日
午後 1 時～ 4 時

所有権移転登記、仮登記、抵当権登記、法人
登記等の登記に関する問題登 記 相 談

行政相談委員毎月第 4 木曜日
午前9時30分～正午

国、独立行政法人、特殊法人等の業務に関
する苦情・要望等行政苦情相談

弁 護 士毎月第 4木曜日
午後 1 時30分～ 4 時

交通事故の損害賠償問題、保険の手続き方法、
示談の方法等交通事故相談

宅 地 建 物
取引主任者

毎月第 2木曜日
午前 9 時～正午

不動産取引に関する契約、物件、借地、借家、
業者等不動産取引相談

行政書士毎月第 2 木曜日
午後 1 時～ 4 時

相続、遺言、成年後見人、許認可、外国人の
在留資格、帰化等の手続き行政手続相談

※
「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
、
の
り
づ
け
し
、
切
手
を 
貼 
ら
ず
に

は

　

投 
函 
し
て
く
だ
さ
い
。

か
ん

2
 0
 7
 8
 7
 9
 0

料
金
受
取
人
払
郵
便
 

差
出
有
効
期
間
 

平
成
28
年
1
月
 

14日
ま
で
 　
  

 92東
京
都
東
大
和
市
中
央
３
丁
目
９
３
０
番
地
 

東
大
和
市
長
 
行
 

　市では、“夢のあるまちづくり”を目指し、市民の皆様とともに歩む市政

運営を進めております。 

　この「市長への手紙」をご活用いただき、ぜひ、市民の皆様のお声を

お聞かせください。  

　　　平成２7年１月１５日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東 大 和 市 長 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾　崎　保　夫 

※「市長への手紙」は、通常の封書やはがき、ファクス（０４２－５６３－５９３２）、市民ポスト
　（市役所正面入り口脇に設置）でも受け付けています。また、東大和市公式ホームページ 
　（http://www.city.higashiyamato. lg.jp/）のトップページにある「市政へのご意見・ご要望」
　から専用フォームを利用してもお寄せいただけます。 
　問合せ　秘書広報課（　 ０４２－５６３－２１１１）・内線１４１３まで。 

わき 

武
 蔵
 村
 山
 

局
　
承
　
認
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「市長への手紙」 
（差出人）※回答を希望する場合は必ずご記入ください。 

受付番号 

住所 

氏名 
ふりがな 

〒207-
東大和市  

私の意見・要望・提案・情報 

電話番号　　　　 － 

回　答 1.　希望する 2.　希望しない 

について 

※ファクス（０４２－５６３－５９３２）をご利用の場合は、この面を送信してください。 
※市では、裏面のとおり市民相談を行っていますので、お気軽にご利用ください。 
　問合せ　秘書広報課・内線１４１３まで。 

の　　　　り　　　　し　　　　ろ 

の
　
　
　
り
　
　
　
し
　
　
　
ろ 

の
　
　
　
り
　
　
　
し
　
　
　
ろ 

件数事　項

25

◎行財政
　�上北台駅にポスト増設を
　�市役所の場所が不便
　�「東やまと市報」に工夫を　等 

45

◎建設・土木
　�生活道路の改良が出来ないか
　�道路に名称を
　�街路樹について
　�芝中中央通りに「ちょこバス」を通して
　�遊休地の緑化を
　�富士山が見える街づくりについて
　�子供達のためにボールが使える広場を  等

昨年度お寄せいただいた手紙の内容は… 

�

件数事　項

30

◎市民生活
　�ごみの有料化について
　�上北台駅周辺に喫煙所を
　�路上喫煙を禁止して
　�集合見合いのイベントを
　�個人商店が生き残る方策を
　�自転車の安全走行について
　�首都直下地震の対応について　等

19

◎教育・文化
　�学校図書司書について
　�小学校校庭の樹木の保存
　�図書館の開館時間について
　�図書館の開館日を増やしてほしい
　�桜が丘グランドに照明を　等

件数事　項

31

◎福祉・子ども
　�小学校・学童・放課後こども教室について
　�保育園・学童保育の日曜・祝日対応について
　�安く入居できる老人ホームを確保して
　�総合福祉センターに関する要望
　�若年障害者の施設利用について
　�乳がん検診を増やして　等

12
◎国・都などに関すること、その他
　�市民のギネス等「市の活性化」のプランを　等

162合　計

（受付手紙件数　123件）
※1件の手紙（はがきを含む）に複数の内容が書かれ
ているものがあるため、内容件数と受付件数は一致し
ません。
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2 0 1 5 ・ 1 ・ 1 5�

▽
勤
務
内
容　

市
税
等
の
徴
収

に
係
る
徴
税
吏
員
の
補
助
事
務

▽
報
酬　

時
給
一
、
二
七
〇
円

◎
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
農

業
指
導
員

▽
応
募
要
件　

農
業
普
及
指
導

員
（
ま
た
は
農
業
改
良
普
及
員
）

資
格
を
有
す
る
方
若
し
く
は
そ

れ
に
準
ず
る
知
識
が
あ
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間

①
４
月
〜　

月
の
土
・
日
曜
日

１０

／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

分
３０

②　

月
〜
３
月
の
日
曜
日

１１
（　

月　

日
〜
２
月　

日
を
除

１２

２５

２８

く
）
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
勤
務
内
容　

農
作
業
に
関
す

る
指
導
及
び
助
言

▽
報
酬　

時
給
一
、
四
七
〇
円

◎
保
育
士

▽
応
募
要
件　

保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

２
人

▽
勤
務
時
間　

月
〜
土
曜
日
の

う
ち
週　

時
間

３０

▽
勤
務
内
容　

子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
で
の
保
育
業
務
ま

た
は
や
ま
と
あ
け
ぼ
の
学
園
で

の
障
害
児
の
療
育
業
務

▽
報
酬　

時
給
一
、
四
七
〇
円

◎
障
害
者
施
設
業
務
員

▽
応
募
要
件　

次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

�
社
会
福
祉
主
事
（
社
会
福
祉

科
目
を
３
科
目
履
修
し
た
資
格

取
得
者
を
除
く
）
ま
た
は
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方

�
保
育
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
ま
た
は
介
護
職
員
初
任
者

研
修
課
程
修
了
以
上
の
資
格
を

有
す
る
方
で
障
害
者
福
祉
施
設

で
の
介
助
経
験
が
あ
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
の

３０

う
ち
週　

時
間

３０

▽
勤
務
内
容　

障
害
者
の
日
常

生
活
等
の
支
援
及
び
介
助

▽
報
酬　

時
給
一
、
四
七
〇
円

◎
学
童
保
育
所
指
導
員

▽
応
募
要
件　

昭
和　

年
４
月

３１

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

�
保
育
士
、
教
員
（
幼
稚
園
含

む
）
ま
た
は
社
会
福
祉
士
の
資

格
を
有
す
る
方

�
児
童
福
祉
施
設
ま
た
は
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
勤
務
経
験

が
２
年
以
上
あ
る
方

�
大
学
で
社
会
福
祉
学
、
心
理

学
、
教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術

学
ま
た
は
体
育
学
の
い
ず
れ
か

の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
方

▽
採
用
予
定
人
数　

７
人

▽
勤
務
時
間　

１
年
を
平
均
し

て
、
１
週
間（
月
〜
土
曜
日
）に

週　

時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

３０
▽
勤
務
内
容　

児
童
の
安
全
確

保
・
健
全
育
成
・
生
活
指
導
及

び
保
護
者
と
の
情
報
交
換

▽
報
酬　

月
額
一
九
〇
、
八
〇

〇
円

※
応
募
要
件
を
満
た
せ
ば
、
児

童
館
業
務
員
と
の
併
願
受
験
可
。

◎
児
童
館
業
務
員

▽
応
募
要
件　

昭
和　

年
４
月

３１

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

保
育
士
ま
た
は
教
員
（
幼
稚
園

含
む
）
の
資
格
を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

４
人

▽
勤
務
時
間　

月
〜
土
曜
日
の

う
ち
週　

時
間

３０

▽
勤
務
内
容　

児
童
福
祉
関
係

の
資
料
の
収
集
ま
た
は
展
示
等

▽
報
酬　

時
給
一
、
四
七
〇
円

◎
介
護
認
定
調
査
員

▽
応
募
要
件　

次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

■
市
嘱
託
員

◎
事
務
専
門
員

▽
応
募
要
件　

パ
ソ
コ
ン
操
作

の
で
き
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

３
人

▽
勤
務
時
間　

週　

時
間

３０

※
土
曜
日
出
勤
の
場
合
有
り

▽
勤
務
内
容　

一
般
事
務

▽
報
酬　

時
給
一
、
二
七
〇
円

◎
文
書
業
務
員

▽
応
募
要
件　

次
の
全
て
に
該

当
す
る
方

�
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成

２４

６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

�
印
刷
業
務（
丁
合
、製
本
等
の

作
業
を
含
む
）経
験
の
あ
る
方

�
運
転
免
許
証
を
有
す
る
方

�
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
等

の
簡
単
な
操
作
）
が
で
き
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
週　
３０

時
間
）

▽
勤
務
内
容　

印
刷
及
び
市
内

各
施
設
の
荷
物
配
送
等
業
務

▽
報
酬　

時
給
一
、
二
七
〇
円

◎
市
税
等
収
納
推
進
員

▽
応
募
要
件　

次
の
全
て
に
該

当
す
る
方

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２６

生
ま
れ
た
方

�
税
金
・
公
金
の
収
納
に
つ
い

て
、
知
識
・
経
験
が
あ
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

次
の
①
と
②
の

週
替
わ
り
に
よ
る
勤
務

①
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
４
日
勤

務
で
１
日　

時
間
、
週　

時
間

７.５

３０

②
月
〜
土
曜
日
の
う
ち
５
日
勤

務
で
１
日　

時
間
勤
務
が
４
日
、

６.５

土
曜
日
は
４
時
間
勤
務
で
合
計

週　

時
間

３０

■
星
空
観
察
会
「
木
星
と
冬
の

星
を
み
よ
う
」（
事
前
申
込
制
）

　

木
星
の
し
ま
模
様
な
ど
を
天

体
望
遠
鏡
で
観
察
を
し
ま
す
。

▽
集
合　

２
月
７
日
貍
午
後
６

時
集
合

▽
観
察
場
所　

郷
土
博
物
館
前

▽
案
内　

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
博
物
館
職
員

※
曇
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
。

▽
申
込
み　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７
■
き
ら
め
き
友
好
ア
ー
ト
展

▽
日
時　

１
月　

日
貊
〜
２
月

３０

１
日
豸
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

　

分
３０▽

場
所　

郷
土
博
物
館

▽
展
示
作
品　

市
内
の
中
学
生

と
友
好
都
市
福
島
県
喜
多
方
市

の
中
学
生
の
美
術
作
品

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
４
ま
で
。

■
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！
」

◎
第　

回
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
冬

１５

ま
つ
り

　

毎
年
恒
例
の
喜
多
方
冬
ま
つ

り
。
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
や
全
国
ラ

ー
メ
ン
フ
ェ
ス
タ
等
楽
し
み
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

▽
期
日　

２
月　

日
貍
〜　

日

１４

２２

豸▽
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化

セ
ン
タ
ー
他

※
詳
細
は
、
喜
多
方
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）
に
あ
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

き
た
か
た
喜
楽
里

博
運
営
委
員
会
事
務
局
�
０
２

４
１
―　

―
５
２
０
０
へ
。

２４

◎
氷
筍
洞
窟
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

山
都
町
北
部
の
洞
窟
に
冬
の

間
だ
け
現
れ
る
幻
想
的
な
氷
の

筍
状
の
柱
を
見
に
行
き
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日
豸
午
前
８

１５

時　

分：

い
い
で
の
湯
（
喜
多

４５
方
市
山
都
町
）
集
合

▽
参
加
費　

三
、〇
〇
〇
円（
ガ

イ
ド
料
・
入
浴
料
・
保
険
料
）

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

４５

催し物の 
　　ご案内 

▽
申
込
み　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

山
都
地

区
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
�
０
２
４
１
―　

―
３８

３
８
３
１
、
フ
ァ
ク
ス
０
２
４

１
―　

―
３
８
９
９
へ
。

３８

�
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
、
喜
多
方
観
光
物
産

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.k
itak
ata-k

an
k
o.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

■
青
年
対
象
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ス

タ
ッ
フ
養
成
講
座
「
障
が
い

者
・
健
常
者
で
も
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
を
体
験
し
よ
う
（
仮
）」

　

障
が
い
が
あ
る
方
で
も
、
健

常
者
で
も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
！

※
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
と
は
、
障
が

い
の
あ
る
若
者
と
健
常
の
若
者

の
交
流
の
場
と
し
て
音
楽
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ

て
い
る
事
業
で
す
。

▽
対
象　
　

歳
〜　

歳
位
（
市

１５

３５

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
を

優
先
）

▽
日
時　

２
月　

日
・　

日
・

１７

２４

３
月
３
日
の
毎
週
火
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時
（
全
３
回
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
多
数
の

３０

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▽
内
容　

ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
が

中
心

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
チ
ラ
シ
（
公
民
館
・
市

民
セ
ン
タ
ー
等
に
配
置
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
講
師　

秦
一
浩
氏
（
日
本
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
指
導

員
）

▽
申
込
み　

１
月　

日
貍
ま
で

３１

に
電
話
（
�　

―　

―
２
４
５

０４２

５６４

１
）、
フ
ァ
ク
ス
（　

―　

―
５

０４２

５６３

９
３
４
）、
メ
ー
ル（chuokom

i

n
k
an
@
city
.h
ig
ash
iy
am
ato.l

g
.jp

）で
氏
名
、性
別
、年
齢
、住

所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
記
入
し
、
中
央
公
民
館

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
場
合

は
、
３
日
以
内
に
確
認
の
連
絡

を
し
ま
す
。

験
・
面
接
試
験
）
／
２
月
７
日

貍
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

�
事
務
専
門
員
、保
育
士
、障
害

者
施
設
業
務
員
、
学
童
保
育
所

指
導
員
、児
童
館
業
務
員
、栄
養

士：

一
次
試
験（
論
文
試
験
）２

月
７
日
貍
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

※
事
務
専
門
員
は
論
文
試
験
後

に
事
務
適
性
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
二
次
試
験
は
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
受
付　

２
月
４
日
貉
・

５
日
貅
の
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
の
間
、
職
員
課
で
受
け

付
け
ま
す
。

※
応
募
の
際
は
、
原
則
本
人
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。
代
理
に
よ

る
受
付
を
希
望
の
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
２
ま
で
。

■
巡
回
指
導
員
（
教
育
委
員
会
）

▽
勤
務
時
間　

火
〜
金
曜
日
の

週
４
日
で
、
午
後
１
時
〜
６
時

の
１
日
５
時
間

▽
勤
務
場
所　

教
育
委
員
会
及

び
市
内
の
小
・
中
学
校

▽
勤
務
内
容　

通
常
学
級
に
在

籍
す
る
特
別
な
支
援
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
へ
の
巡
回
指
導
及

び
教
員
へ
の
指
導
等

▽
応
募
要
件　

教
員
免
許
状
及

び
特
別
支
援
教
育
士
資
格
を
有

し
、
教
育
相
談
に
関
す
る
臨
床

経
験
が
５
年
以
上
あ
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
報
酬　

時
給
二
、
〇
〇
〇
円

※
交
通
費
を
支
給
し
ま
す
。

▽
委
嘱
期
間　

平
成　

年
４
月

２７

１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

２８

３１

（
勤
務
の
状
況
に
よ
り
引
続
き

委
嘱
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▽
一
次
試
験　

２
月　

日
貍
午

１４

前　

時
か
ら
論
文
試
験
及
び
書

１０
類
選
考
を
行
い
ま
す
。

※
二
次
試
験
の
詳
細
は
合
格
者

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
募
集
要
項
配
布
・
応
募
受
付

１
月　

日
貅
〜
２
月　

日
貅

１５

１２

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
／

３０

学
校
教
育
課
（
市
役
所
５
階
）

※
募
集
要
項
等
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

※
応
募
の
際
は
、
原
則
本
人
が

お
越
し
く
だ
さ
い
。
代
理
に
よ

る
受
付
を
希
望
の
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

学
校
教
育
課
・
内

線
１
５
２
６
ま
で
。

�
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
す
る
方

�
介
護
福
祉
士
等
の
資
格
を
有

し
、
そ
の
資
格
を
活
か
し
た
実

務
経
験
が
３
年
以
上
あ
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

２
人

▽
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の

う
ち
週
４
日
で
、
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時
（
週　

時
間
）

３０

▽
勤
務
内
容　

被
保
険
者
を
訪

問
し
、
要
介
護
認
定
等
に
必
要

な
調
査
と
結
果
の
提
出
を
行
う
。

▽
報
酬　

時
給
一
、
六
八
〇
円

◎
栄
養
士

▽
応
募
要
件　

栄
養
士
免
許
を

有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の

週
５
日
で
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
の
週　

時
間

３０

▽
勤
務
内
容　

狭
山
保
育
園
で

の
園
児
の
献
立
作
成
等
の
食
に

関
す
る
業
務
、
食
材
の
発
注
、

伝
票
作
成
等
の
業
務

▽
報
酬　

時
給
一
、
六
二
〇
円

【
共
通
事
項
】

▽
募
集
要
項　

２
月
５
日
貅
ま

で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

く
）
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
の
間
、
職
員
課
（
市
役
所

３
階
）
で
配
布
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

▽
委
嘱
期
間
（
市
の
規
定
に
よ

る
更
新
有
り
）

�
市
税
等
収
納
推
進
員：
平
成

　

年
４
月　

日
か
ら
１
年
間

２７

１５

�
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
農

業
指
導
員：

平
成　

年
５
月
１

２７

日
か
ら
１
年
間

�
右
記
以
外
の
職
種：

平
成　
２７

年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

▽
選
考
日
時
・
内
容

�
文
書
業
務
員
、
市
税
等
収
納

推
進
員
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
農
業
指
導
員
、
介
護
認
定

調
査
員：

選
考
試
験
（
論
文
試

嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す 
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す 



市役所� ０４２ �５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 5 ・ 1 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

�

　

４
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
（
平
成　

年
４
月
２
日

２０

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま

２１

れ
）
の
○子
 

医
療
証
へ
の
切
り
替

え
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
（
○乳
 

医
療
証
）
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
○子
 

医
療
証
の
申

請
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
審
査

し
、
認
定
と
な
っ
た
場
合
は
、

３
月
末
に
○子
 

医
療
証
を
郵
送
し

ま
す
。

　

ま
た
、
○子
 

医
療
証
の
所
得
制

限
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る
方

は
、
６
歳
の
年
度
末
に
到
達
し

た
こ
と
に
よ
る
○乳
 

医
療
証
資
格

消
滅
通
知
を
４
月
初
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
な
お
、
３
月
末
ま
で

に
他
市
へ
転
出
す
る
等
の
理
由

に
よ
り
、
○子
 

医
療
証
に
該
当
し

な
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
子
育

て
支
援
課
（
市
役
所
１
階
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
人
負
担
の
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
（
○親
 

医
療

証
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
引
き
続
き
○親
 

医
療
証
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
３
ま
で
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
１

２７

日
か
ら
の
保
育
施
設
入
所
・
転

所
の
二
次
申
請
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。
二
次
申
請
で

は
、
一
次
利
用
調
整
後
の
空
き

状
況
に
よ
り
利
用
調
整
を
行
い
、

利
用
者
を
決
定
し
ま
す
。な
お
、

一
次
申
請
し
た
方
の
申
請
は
不

要
で
す
が
、
希
望
保
育
施
設
や

保
護
者
の
保
育
に
あ
た
れ
な
い

理
由
等
に
変
更
が
あ
る
場
合
は

変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽
入
所
申
請
が
で
き
る
方　

仕

事
、
病
気
等
に
よ
り
、
日
常
的

に
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育

に
あ
た
れ
な
い
保
護
者

▽
受
付
期
間
・
時
間　

２
月
２

日
豺
〜　

日
貊
午
前
８
時　

分

１３

３０

〜
午
後
５
時

※
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。
２

月
７
日
貍
は
正
午
ま
で
。

▽
受
付
場
所　

保
育
課
（
市
役

所
１
階
）

▽
申
請
書
・
入
所
案
内
の
配
布

保
育
課
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
、市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
、

清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、児
童
館
、

市
内
保
育
施
設

※
申
請
に
必
要
な
書
類
の
み
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
テ
マ
リ
保
育
園
の
名
称
が
変

わ
り
ま
す
】

▽
新
名
称　

の
ぞ
み
保
育
園

▽
変
更
日　

４
月
１
日

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
３
ま
で
。

乳　医療証から 
　子　医療証への 
　　　　切り替え 

新小学1年生の 
義務教育就学児医療費助成制度 

乳　医療証から 
　子　医療証への 
　　　　切り替え 

　

離
職
等
に
よ
り
住
居
に
お
困

り
の
方
を
支
援
す
る
た
め
、
住

宅
手
当
（
家
賃
補
助
）
の
支
給

を
行
い
ま
す
。

▽
主
な
支
給
要
件　

申
請
時
に
、

２
年
以
内
に
離
職
し
た
方
及
び

　

歳
未
満
の
方
。
離
職
前
ま
た

６５は
申
請
時
点
で
主
た
る
生
計
維

持
者
で
あ
る
方
。
就
労
能
力
・

意
欲
が
あ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
込
み
を
行
う
方
。
住
宅

を
喪
失
し
て
い
る
、
ま
た
は
喪

失
す
る
恐
れ
が
あ
る
方
。
原
則

と
し
て
収
入
の
な
い
方
、
ま
た

は
収
入
が
あ
る
場
合
で
同
居
の

世
帯
合
計
の
月
額
収
入
が
次
の

①
〜
③
の
金
額
以
下
で
あ
る
方

①
単
身
世
帯：

八
万
四
、
〇
〇

〇
円
＋
家
賃
額
（
支
給
限
度
額
）

②
２
人
世
帯：

一
七
万
二
、
〇

〇
〇
円
③
３
人
以
上
の
世
帯：

一
七
万
二
、
〇
〇
〇
円
＋
家
賃

額
（
支
給
限
度
額
）。生
計
を
一

と
す
る
同
居
の
親
族
の
預
貯
金

が
次
の
盧
・
盪
の
金
額
以
下
で

あ
る
方
盧
単
身
世
帯：

　

万
円

５０

盪
複
数
世
帯 ：

　

万
円

１００

▽
支
給
期
間　

原
則
３
か
月
間

※
一
定
要
件
に
よ
り
、
最
長
３

か
月
を
限
度
に
延
長
・
再
延
長

が
で
き
ま
す
。

▽
支
給
額　

次
の
額
を
上
限
と

し
て
家
賃
の
実
費
分
。
単
身
世

帯：

五
万
三
、
七
〇
〇
円
。
複

数
世
帯：

六
万
九
、
八
〇
〇
円

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」
・

内
線
１
０
８
１
ま
で
。

失
業
等
に
よ
り
 

住
宅
に
お
困
り
の

方
へ
家
賃
補
助
を

　
　
　
行
い
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

育
児
や
子
ど
も
の
発
達
な
ど

に
つ
い
て
も
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　

２
月　

日
貂

１０

は
さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
、
２

月　

日
貊
は
新
堀
地
区
会
館
、

１３
２
月　

日
貂
は
か
み
き
た
だ
い

１７

児
童
館
、
２
月　

日
貉
は
芋
窪

２５

集
会
所

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
（
事
前
予
約
不
要
）

４５
▽
問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３
６
５

０４２

５６５

１
ま
で
。

出
張
か
る
が
も 

ひ
ろ
ば 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。市
で
は
、

東
大
和
市
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
推
進
委
員
会
を
組
織
し
、

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
中

学
生
の
意
見
発
表
等
の
主
要
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
を
開
催
す
る
た
め
、
実
行

委
員
と
し
て
一
緒
に
企
画
や
運

営
を
担
う
中
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
多
く
の
方
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
中

学
生

▽
活
動
期
間　

２
月
中
旬
〜
７

月
中
旬

▽
募
集
人
数　
　

人
程
度

２０

▽
応
募
期
限　

２
月
２
日
豺

▽
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
所
属
中
学
校
名
、

学
年
、
応
募
抱
負
等
を
所
定
の

用
紙
に
記
入
し
、
福
祉
推
進
課

（
市
役
所
２
階
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
２
ま
で
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
主
要
事
業 

中
学
生
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す 

保
育
施
設
の
入
所
・
転
所
の 

　

二
次
申
請
を
受
け
付
け
ま
す 

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������

　

１
月
１
日
付
の
課
長
級
の
人

事
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
（　

）
内
の
職
名
は
、
前
職

で
す
。

【
課
長
級
】

〈
都
市
建
設
部
〉

▽
都
市
計
画
課
長
兼
地
域
整
備

係
長
事
務
取
扱　

神
山
尚
（
都

市
計
画
課
長
）

市
職
員
の
 

　

人
事
異
動
 

　

「
そ
え
る
」
は
経
済
的
な
問

題
と
あ
わ
せ
て
、
精
神
的
な
問

題
、
家
庭
の
問
題
な
ど
様
々
な

課
題
を
抱
え
た
方
の
た
め
の
無

料
の
相
談
窓
口
で
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
す
る
方
、

失
業
等
に
よ
り
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
、
本
事
業
に
よ
る
支
援

が
必
要
な
方

▽
開
設
日
時　

月
〜
金
曜
日
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
支
援
内
容　

相
談
の
う
え
、

本
人
に
と
っ
て
適
切
な
窓
口
へ

ご
案
内
し
ま
す
。
状
況
に
よ
っ

て
、
担
当
相
談
員
が
支
援
制
度

の
手
続
き
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

自
立
に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
ま
で
。

く
ら
し
・
し
ご
と
応
援 

セ
ン
タ
ー「
そ
え
る
」に 

ご
相
談
く
だ
さ
い 

　

次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す

る
方
に
、
入
院
見
舞
金
（
一
万

円
）
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
方
は
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
条
件

①
連
続
し
て　

日
以
上
入
院
し

２１

た
方

※
入
院
中
の
方
を
含
む
。

②　

歳
以
上
の
方

７０
※
入
院
し
た
年
度
中
に　

歳
に

７０

な
る
方
を
含
む
。

③
東
大
和
市
に
居
住
し
て
１
年

以
上
の
方

④
市
民
税
非
課
税
の
方

▽
注
意
点

�
同
一
年
度
内
に　

日
以
上
の

２１

入
院
が
複
数
回
あ
っ
た
場
合
で

も
、
１
回
の
み
の
支
給
で
す
。

�
入
院
期
間
中
に
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
保
護
を
受
け
た
期
間

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期
間
を

除
き
ま
す
。

�
介
護
療
養
施
設
へ
の
入
所
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

�
対
象
と
な
る
入
院
日
数
に
達

し
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る

と
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

朱
肉

を
使
用
す
る
印
鑑
、
入
院
期
間

が
わ
か
る
も
の
（
領
収
書
、
退

院
証
明
書
等
）、対
象
者
の
口
座

番
号
が
わ
か
る
も
の

▽
申
請
・
問
合
せ　

高
齢
介
護

課
（
市
役
所
２
階
）・
内
線
１
１

７
７
ま
で
。

高
齢
者 

入
院
見
舞
金
の 

　
　
　
　

申
請
を 

　

満　

歳
以
上
の
都
民
の
方
に
、

７０

都
バ
ス
、
都
営
地
下
鉄
、
都
電
、

都
内
民
営
バ
ス（
一
部
は
除
く
）

に
乗
車
で
き
る
東
京
都
シ
ル
バ

ー
パ
ス
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
シ
ル
バ
ー

パ
ス
取
扱
バ
ス
営
業
所
等
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
満　

歳
に
な
る
月
の

７０

初
日
か
ら
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

▽
有
効
期
限　

９
月　

日
３０

▽
申
込
方
法　

下
表
に
あ
る
費

用
と
必
要
書
類
を
お
持
ち
に
な

り
、
最
寄
り
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

取
扱
バ
ス
営
業
所
等
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

譖
東
京
バ
ス
協
会

�　

―
５
３
０
８
―
６
９
５
０

０３
へ
。 東

京
都 

シ
ル
バ
ー
パ
ス 

東京都シルバーパス発行手続きにおける費用・必要書類

③ 平 成 26 年 度市民税
が課税 で、平成25年
分の合計所得金額が
125万円を超える方

②平成 26年度市民税
が課税であるが、平成
 25年分の合計所得金
額が125万円以下の方

①平成 26年度市民税
が非課税の方

対象者

必要なもの     

20,510円1,000円費用

ア：平成26年度介護保
険料納入（決定）通知
書の所得段階区分欄に
「5」の記載があるもの
イ：平成26年度市民税
課税証明書

ア：平成26年度介護保
険料納入（決定）通知
書の所得段階区分欄に
「1」～「4」、「特例 3」、
「特例 4」の記載があ
るもの
イ：平成26年度市民税
非課税証明書
ウ：生活保護受給証明
書（生活扶助）

対象者①また
は②であるこ
とを確認でき
る書類（いず
れか1つ）

保険証または運転免許証（住所・氏名・生年月日が確認できるもの）本人確認書類

注 1 ： アは平成 26年 7月に高齢介護課が送付した書類です。再発行はできません。
注 2  ： イ は課税課（市役所 1階）で発行しています（有料）。
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2 0 1 5 ・ 1 ・ 1 5�

◎
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う

　

交
通
事
故
の
死
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
る
一
方
、　

歳
以
上

６５

の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
は

年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
は
、
自

宅
近
く
で
、
朝
夕
の
散
歩
や
通

院
、
買
い
物
等
の
際
に
、
ま
た

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

�
信
号
を
守
り
、
青
信
号
で
も

必
ず
右
左
の
安
全
を
確
認
し
て

か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

�
道
路
を
渡
る
時
は
遠
回
り
で

も
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

�
近
所
や
慣
れ
た
道
で
も
油
断

せ
ず
、
外
出
し
た
ら
、
車
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
外
出

す
る
時
は
明
る
い
色
の
服
装
や

反
射
材
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ
】

　

車
を
運
転
す
る
時
は
、
高
齢

者
を
見
か
け
た
ら
徐
行
す
る
な

ど
「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
」

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

�
以
上
の
問
合
せ
は
東
大
和
警

察
署
�　

―　

―
０
１
１
０
へ
。

０４２

５６６

■
交
通
少
年
団
団
員
を
募
集
し

ま
す

　

交
通
少
年
団
は
、
訓
練
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
び
、

優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を
持

っ
た
交
通
社
会
人
と
し
て
育
つ

こ
と
を
願
い
、
各
交
通
安
全
協

会
単
位
に
結
成
し
て
い
ま
す
。

▽
入
団
資
格　

①
４
月
に
小
学

３
・
４
年
生
に
な
る
児
童
②
自

転
車
に
乗
れ
る
こ
と
③
月
１
・

２
回
、
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日

の
活
動
に
参
加
で
き
る
こ
と

▽
申
込
期
限　

２
月　

日
貊

２０

▽
問
合
せ　

東
大
和
地
区
交
通

安
全
協
会
�　

―　

―
６
１
６

０４２

５６５

１
へ
。

�
Ａ
コ
ー
ス：

一
、
〇
〇
〇
円

�
Ｂ
コ
ー
ス：

　

円
５００

▽
見
舞
金

�
Ａ
コ
ー
ス：

傷
害
の
場
合
は

３
万
〜　

万
円
、
死
亡
の
場
合

２５

は　

万
円

３００
�
Ｂ
コ
ー
ス：

傷
害
の
場
合
は

２
万
〜　

万
円
、
死
亡
の
場
合

１６

は　

万
円

１５０
※
見
舞
金
請
求
に
は
交
通
事
故

（
人
身
）
証
明
書
が
必
要
で
す
。

▽
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平

成　

年
３
月　

日

２８

３１

▽
受
付
場
所　

市
内
の
銀
行

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）、信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
業
協

同
組
合
、清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）

▽
交
通
遺
児
年
金　

会
員
が
交

通
災
害
で
死
亡
し
た
時
、
会
員

と
生
計
が
同
じ
で
東
京
都
の
市

町
村
民
で
あ
る
中
学
生
以
下
の

お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、
お
子

さ
ん
が
中
学
修
了
年
限
に
達
す

る
ま
で
、
遺
児
１
人
に
つ
き
年

額
一
〇
万
二
、
〇
〇
〇
円
の
交

通
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

　

東
京
都
の
全
市
町
村
が
共
同

で
実
施
す
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
共

済
」
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
会

費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に

あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

平
成　

年
度
の
交
通
災
害
共
済

２７

の
受
付
を
２
月
２
日
豺
か
ら
開

始
し
ま
す
。
わ
ず
か
な
掛
け
金

で
加
入
で
き
、
手
続
き
も
簡
単

で
す
。ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
加
入
申
込
書
は
、
１

月
下
旬
か
ら
戸
別
配
布
し
ま
す
。

▽
加
入
で
き
る
方　

市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方

▽
対
象
と
な
る
交
通
事
故　

日

本
国
内
で
発
生
し
た
、
交
通
機

関
の
交
通
に
よ
る
人
身
事
故

※
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
は
、
事
故

の
相
手
方
の
損
害
を
補
償
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
掛
け
金
（
年
額
）

交
通
事
故
の
時
に
見
舞
金
が
受
け
ら
れ
ま
す 

ち
ょ
こ
っ
と
共
済

ち
ょ
こ
っ
と
共
済 
ち
ょ
こ
っ
と
共
済

ち
ょ
こ
っ
と
共
済 
ち
ょ
こ
っ
と
共
済 

▽
予
約
で
き
る
人　

本
人
ま
た

は
同
じ
世
帯
の
方
、
印
鑑
登
録

証
明
書
に
つ
い
て
は
登
録
し
て

い
る
本
人
ま
た
は
代
理
人

▽
予
約
で
き
る
証
明
書　

住
民

票
、
除
住
民
票
、
改
製
原
住
民

票
、住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
、

印
鑑
登
録
証
明
書

※
印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
市
役

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

所
警
備
室
の
み
で
の
受
け
取
り

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

と
な
り
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�

▽
予
約
方
法　

市
役
所
の
開
庁

時
間
内
に
市
民
課
ま
で
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
住
民
票

・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
内
容
や

受
け
取
り
場
所
等
を
お
聞
き
し

ま
す
。

※
印
鑑
登
録
証
明
書
の
予
約
で

は
登
録
番
号
も
確
認
し
ま
す
。

印
鑑
登
録
証
を
用
意
し
、
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の　

本
人
確
認

で
き
る
も
の
、
手
数
料

※
印
鑑
登
録
証
明
書
を
受
け
取

る
場
合
は
、
印
鑑
登
録
証
を
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
手
数
料　

１
通　

円
。
印
鑑

３００

登
録
証
明
書
の
み
１
通　

円
２００

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
７
ま
で
。

電
話
予
約
で
も 

住
民
票
の
写
し
・ 

印
鑑
登
録
証
明
書
を 

　
　
受
け
取
れ
ま
す 

■
東
大
和
警
察
署
か
ら

◎
二
輪
車
の
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う

　

都
内
で
の
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
数
の
う
ち
、
原
付
を
含
む

二
輪
車
乗
車
中
に
お
け
る
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
二
輪
車
事
故
の
主
な

原
因
は
、
安
全
不
確
認
・
交
差

点
安
全
進
行
義
務
違
反
な
ど
で

す
。
交
差
点
通
過
時
は
、
ほ
か

の
車
が
二
輪
車
の
存
在
に
気
づ

い
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
死
亡
事
故
で
の
損
傷

部
位
は
、
頭
部
と
胸
部
が
大
部

分
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
さ
か

の
事
故
の
時
に
命
を
守
る
た
め

に
も
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用（
あ

ご
ひ
も
を
し
っ
か
り
締
め
る
こ

と
）
と
胸
部
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
の

使
用
が
有
効
で
す
。

　

運
転
者
一
人
ひ
と
り
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全 

　

市
民
の
方
が
、
所
有
す
る
住

宅
ま
た
は
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
市
内
の
建
設
業
者
に
発
注
し

た
場
合
、
工
事
費
用
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
以
降
に
、
同
一

２４

の
住
宅
・
店
舗
で
こ
の
補
助
金

を
受
け
た
方
は
、
今
年
度
の
補

助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
平
成　

年
度
以
前
に
同
一
住

２３

宅
・
店
舗
に
つ
い
て
、
こ
の
補

助
制
度
を
利
用
し
て
い
る
場
合

は
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
住
宅
・
店
舗　

�
住
宅：

市
内
に
所
有
す
る
自

己
居
住
用
の
住
宅

�
店
舗：

市
内
に
あ
る
自
己
営

業
用
の
小
売
店
舗
等
で
、
風
俗

営
業
法
の
規
制
を
受
け
な
い
店

舗
。
自
己
営
業
用
の
店
舗
を
賃

借
し
て
い
る
場
合
も
対
象
で
す
。

▽
対
象
と
な
る
工
事　

工
事
金

額
が
消
費
税
額
を
除
き　

万
円

１５

以
上
で
、
市
内
の
建
設
業
者
に

よ
り
行
う
増
改
築
工
事
。ま
た
、

交
付
決
定
以
降
に
着
工
し
、
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
に
完
了

２７

３１

す
る
工
事
で
あ
る
こ
と
。

※
申
請
前
に
着
工
し
た
工
事
は
、

補
助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
補
助
金
額　

工
事
金
額
の
５

％
以
内
で
、　

万
円
を
最
高
限

１０

度
と
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

住
宅
・
店
舗
 

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

助
成（
補
助
）制
度

◎
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

小
規
模
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
、
新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
に
つ
い
て
、
市
内
の
金

融
機
関
へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度

で
す
。
申
込
要
件
、
融
資
条
件

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金

融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

市
内
在
住
の
中
小
企
業
勤
労

者
に
対
す
る
生
活
資
金
の
融
資

に
つ
い
て
、
指
定
の
金
融
機
関

へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

▽
申
込
要
件　

①
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

③
資
金
の
使
途
が
適
切
で
返
済

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

▽
融
資
額　

教
育
資
金
、
医
療

・
出
産
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金

は　

万
円
以
内
。
住
宅
等
改
修

８０
資
金
は　

万
円
以
内

１００

▽
利
率　

年　

％
１.８

▽
返
済
期
間　

５
年
以
内

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
１
ま
で
。

融
資
あ
っ
せ
ん 

　
　
　
　  

制 

度 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　

市
で
は
、
住
宅
等
の
増
改
築

及
び
修
繕
を
お
考
え
の
方
で
、

「
ど
こ
に
頼
ん
だ
ら
よ
い
か
業

者
が
分
か
ら
な
い
」
「
相
談
相

手
が
い
な
い
」
な
ど
で
お
困
り

の
方
に
、
市
と
協
定
し
て
い
る

施
工
団
体
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い

ま
す
。
団
体
に
登
録
さ
れ
て
い

る
業
者
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
市
が
個
別
の
事
業
者
を
あ

っ
せ
ん
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
っ
せ
ん
を
希
望
す
る
方

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

住
宅
増
改
築
工
事
を

す
る
方
へ
施
工
団
体

を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

備　　考受取日時受取場所

電話予約の受付日から
受け取れます。
※印鑑登録証明書の受
け取りは警備室のみ
となります。

月～金曜日の
  午後5時～10時
土曜日の正午～午後10時
日曜日、祝日の
 午前9時～午後10時
※12月29日から翌年の1
月3日までは除きます。

市 役 所
警 備 室

ただし、金・土曜
日受付分は、翌週
の火曜日（火曜日
が祝日の場合は
その翌日）に受け
取れます。

電
話
予
約
の
受
付
日
の
翌
日
か
ら

受
け
取
れ
ま
す
。

火～土曜日の
 午後1時～4時30分
※月・日曜日、祝日及び12
月28日から翌年の1月4
日までは除きます。

狭 山 ・ 蔵 敷
公　 民　 館

ただし、金・土曜
日受付分は、翌週
の月曜日（月曜日
が祝日の場合は
その翌日）に受け
取れます。

月～土曜日の
 午後1時～4時30分
※日曜日、祝日及び12月
28日から翌年の1月4日
までは除きます。

奈良橋・上北台・
南街・桜が丘・ 
向原市民センター

　〈事業資金融資の申込要件〉
法　　　人個　　　人

主たる事業所等を市内に有し、
1年以上事業を営んでいること

市内に1年以上居住し、都内で
1年以上事業を営んでいること居 住 等

20人以下（商業等は5人以下）であること従業員数
法人名義で完納申込者名義で完納市税の完納
代　表　者不　　　要保 証 人

東京信用保証協会の保証対象業種であること信用保証
※独立開業資金の場合は申込要件が若干異なるため、事前にお問い合わせください。

　〈事業資金融資の融資条件〉

独立開業資金不況対策
特別運転資金設備資金運転資金

500万円300万円700万円500万円限 度 額
5 年以内5 年以内7 年以内5 年以内償還期間

（注 ）小口事業資金2.1％、 特例小口零細企業資金1.9％利 率
50％70％50％50％利子補給

別途要件あり別途要件あり見積書が必要－そ の 他
（注）不況対策特別運転資金及び独立開業資金は、小口事業資金のみの制度です。
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■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
２
月
４
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時
／
市
立
保
健
セ

３０
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。
１

２０

月　

日
貊
か
ら
受
付
開
始
。
市

１６
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）
／
離

乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方
の
話
、

試
食
（
保
護
者
の
み
）
／
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
お
ん

ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
幼
児
食
講
習
会

　

１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
の
幼

児
の
保
護
者
／
２
月　

日
貅
午

１２

前
９
時　

分
〜
正
午
／
市
立
保

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。

２０

１
月　

日
貊
か
ら
受
付
開
始
。

１６

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）
／

保
育
室
の
用
意
が
あ
り
ま
す

（　

人
。
申
込
順
）
／
食
育
講

１５
話
、
調
理
実
習
、
試
食
／
母
子

健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／
２
月
４

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
／
事
前

１０

予
約
制
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
専
門
の
医
師
に
よ
る
相
談

■
１
日
１
回
は
こ
こ
ろ
の
体
温

計
で
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
！

　

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
と
は
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
分
の
こ

こ
ろ
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と

の
で
き
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ

ス
テ
ム
で
す
。
利
用
料
金
は
無

料
で
す（
通
信
料
は
自
己
負
担
）。

■
歯
科
保
健
講
演
会
「
あ
な
た

の
お
口
大
丈
夫
？
」

▽
第
１
回　

む
せ
る
こ
と
あ
り

ま
せ
ん
か
／
食
べ
物
が
口
か
ら

こ
ぼ
れ
た
り
、
む
せ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
飲
み
込
み
の

機
能
維
持
の
秘
訣
と
地
域
支
援

に
つ
い
て
、
歯
科
医
師
か
ら
お

伝
え
し
ま
す
／
２
月　

日
貅
午

１２

後
１
時
〜
２
時　

分
／　

人

３０

２０

（
申
込
順
）
／
講
師　

大
川
延

也
氏
（
東
大
和
市
歯
科
医
師
会
）

▽
第
２
回　

お
口
の
中
は
健
康

で
す
か
／
咬
む
力
や
口
の
臭
い

の
測
定
を
行
い
ま
す
。
自
分
の

口
腔
の
状
態
を
知
っ
て
、
歯
周

病
な
ど
の
予
防
法
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
／
２
月　

日
２３

豺
午
後
１
時
〜
２
時　

分
／　

３０

２０

人
（
申
込
順
）
／
講
師　

原
健

久
氏
（
東
大
和
市
歯
科
医
師
会
）

▽
場
所　

両
日
と
も
市
立
保
健

セ
ン
タ
ー

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
ぜ
ん
息
患
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

○都
 

医
療
券
（
気
管
支
ぜ
ん
息
）

の　

歳
以
上
の
新
規
認
定
が
終

１８
了
し
ま
す

　

平
成　

年
４
月
か
ら
東
京
都

２７

大
気
汚
染
医
療
費
助
成
制
度
の

改
正
に
伴
い
、
○都
 

医
療
券
（
気

管
支
ぜ
ん
息
）
の　

歳
以
上
の

１８

新
規
認
定
が
終
了
し
ま
す
。
新

規
の
申
請
は
平
成　

年
３
月　

２７

３１

日
ま
で
に
窓
口
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
（
申
請
に
必
要
な
書
類
の

作
成
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

申
請
の
対
象
者
（
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方
）
①
気
管
支
ぜ

ん
息
に
り
患
（　

歳
未
満
の
方

１８

は
慢
性
気
管
支
炎
、
ぜ
ん
息
性

気
管
支
炎
、肺
気
し
ゅ
も
対
象
）

②
都
内
に
引
き
続
き
１
年
（
３

歳
未
満
は
６
か
月
）
以
上
住
所

を
有
す
る
（
都
内
に
住
民
登
録

が
必
要
）
③
健
康
保
険
等
に
加

入
し
て
い
る
④
喫
煙
し
て
い
な

い
／
助
成
内
容　

認
定
さ
れ
た

疾
病
の
治
療
に
要
し
た
医
療
費

の
う
ち
、
保
険
適
用
後
の
自
己

負
担
額
を
助
成
し
ま
す
／
申
請

窓
口
及
び
手
続
に
関
す
る
問
合

せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　
０４２

―　

―
５
２
１
１
／
制
度
に
関

５６５
す
る
問
合
せ　

東
京
都
福
祉
保

健
局
環
境
保
健
衛
生
課　

―
５

０３

３
２
０
―
４
４
９
２
（
月
〜
金

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

■
宝
く
じ
助
成
事
業
「
地
域
防

災
組
織
育
成
助
成
事
業
」
を
活

用
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
「
地
域
防
災
組

織
育
成
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、

栄
一
丁
目
自
治
会
、
多
摩
湖
畔

□
合
同
写
真
展「
四
季
の
彩
景
」

（
フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ズ
・
フ
ォ
ト

季
の
会
）
／
１
月　

日
〜　

日

１７

２５

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

３０

３０

分
（　

日
は
除
く
、　

日
は
午

１９

２５

後
３
時
ま
で
）
／
郷
土
博
物
館

／
■問
 

小
山　

―
５
６
９
２
―
９

０８０

９
５
８

□
心
身
障
害
者
・
精
神
障
害
者

の
共
同
作
業
所
作
品
展
（
共
同

作
業
所
連
絡
会
）
／
１
月　

日
１９

〜　

日
午
前
９
時　

分
〜
午
後

２３

３０

４
時　

分（　

日
は　

時
か
ら
。

３０

１９

１０

　

日
は
４
時
ま
で
）
／
市
役
所

２３１
階
市
民
ロ
ビ
ー
／
革
工
芸

品
、手
工
芸
品
、陶
芸
品
、菓
子

等
の
展
示
・
販
売
／
■問
 

ラ
イ
ブ

リ
ィ
工
房　

―　

―
２
５
１
３

０４２

５６７

□
小
さ
い
子
の
た
め
の
人
形
劇

〜
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
〜
（
東
大

和
子
ど
も
劇
場
）
／
１
月　

日
２１

①
０
歳
〜
３
歳
児
親
子：

午
前

　

時　

分
〜　

時　

分
②
幼
児

１０

３０

１１

３０

親
子
・
小
学
生 ：

午
後
３
時　

分
３０

〜
４
時　

分
／
南
街
公
民
館
／

３０

各　

組
（
申
込
順
）
／
人
形
劇

１５
団
「
の
の
は
な
」
さ
ん
の
人
形

劇
と
人
形
づ
く
り
／
■費
 
　

円
３００

（
材
料
費
）
／
■問
 

東
大
和
子
ど

も
劇
場　

―　

―
８
９
３
４

０４２

５６３

□
第　

回
支
援
コ
ン
サ
ー
ト　

２４

上
條
恒
彦
（
み
ん
な
の
会
支
援

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
）
／

小
学
生
以
上（
親
子
鑑
賞
室
有
）

／
２
月
１
日
午
後
２
時　

分
開

３０

演
（
１
時　

分
開
場
）
／
ハ
ミ

３０

ン
グ
ホ
ー
ル
／
予
定
さ
れ
て
い

た
米
良
美
一
さ
ん
が
急
病
の
た

め
、
上
條
恒
彦
さ
ん
が
出
演
し

ま
す
／
■費
 

一
般
三
千
円
、
小
・

中
学
生
二
千
円
、
障
害
者
は
各

　

円
引
き
／
全
席
自
由
（
一
部

５００障
害
者
席
有
）
／
■問
 

第
一
み
ん

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用

（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

病院？救急車？迷ったら「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ

自
治
会
に
防
災
資
器
材
を
整
備

し
ま
し
た
。
資
器
材
の
内
訳
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
栄
一
丁
目
自
治
会
〉

�
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
セ
ッ
ト
一

式　

２
台

�
防
災
用
ジ
ャ
ッ
キ　

２
台

�
発
電
機　

２
台

〈
多
摩
湖
畔
自
治
会
〉

�
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
セ
ッ
ト
一

式　

４
台

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

■
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

１
月　

日
貊
午
後
７
時
か
ら

３０

／
市
役
所
会
議
棟
第
６
・
７
会

議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
１０

以
内（
先
着
順
）／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
高
齢

介
護
課
・
内
線
１
１
７
１
ま
で
。

■
地
域
自
立
支
援
協
議
会

　

２
月　

日
貊
午
後
２
時
か
ら

１３

／
中
央
公
民
館
／
傍
聴
者
の
定

員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）
／

１０

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
／
議
題　

①
平
成　

年
度

２６

活
動
報
告
②
平
成　

年
度
活
動

２７

計
画
③
そ
の
他
／
手
話
通
訳
を

ご
希
望
の
方
は
２
月
２
日
豺
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／
手
話

通
訳
申
込
み　

障
害
福
祉
課
・

内
線
１
１
２
３
、
フ
ァ
ク
ス　
０４２

―　

―
５
９
２
８
ま
で
。

５６３
■
平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
、

２７

新
た
な
難
病
医
療
費
助
成
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た

　

新
た
な
難
病
医
療
費
助
成
制

度
で
は
、
よ
り
公
平
で
安
定
的

な
制
度
と
す
る
た
め
、
対
象
疾

病
が
拡
大
さ
れ
、
自
己
負
担
上

限
額
等
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

制
度
内
容
に
つ
い
て
ご
確
認

の
う
え
、
申
請
に
つ
い
て
は
必

要
書
類
一
式
を
お
持
ち
に
な
り
、

障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

�
東
大
和
市
役
所
障
害
福
祉
課

・
内
線
１
１
２
６
ま
で
。

�
東
京
都
福
祉
保
健
局
疾
病
対

策
課
�　

―
５
３
２
０
―
４
０

０３

０
４
ま
た
は
疾
病
対
策
課
立
川

分
室
�　

―　

―
８
２
９
３
へ
。

０４２

５１２

・
東
京
都
福
祉
保
健
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.fukush

ih
ok
en
.m
etro.tok

y
o.jp
/iry
o

/n
an
b
y
o/n
k
_sh
ien
/in
d
ex
.

h
tm
l

）

■
指
名
業
者
登
録
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
小
規
模
建
設
業

者
の
方
へ
〜
平
成　

・　

年
度

２７

２８

小
規
模
工
事
等
受
注
希
望
者
登

録
を
受
け
付
け
ま
す

　

平
成　

・　

年
度
に
市
が
発

２７

２８

注
す
る
競
争
入
札
以
外
の
小
規

模
工
事
等
（
工
事
・
修
繕
）
の

受
注
を
希
望
す
る
方
の
登
録
を

２
月
４
日
貉
か
ら
総
務
管
財
課

（
市
役
所
３
階
）
で
受
け
付
け

ま
す
。
登
録
申
請
書
類
は
、
総

務
管
財
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

発
注
対
象　

１
件
の
契
約
目
途

額
が　

万
円
以
下
の
工
事
及
び

５０

修
繕
／
登
録
有
効
期
間　

平
成

　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３

２７

２９

月　

日
ま
で
／
詳
細
は
、
配
布

３１
す
る
登
録
申
請
書
等
を
ご
覧
く

だ
さ
い
／
総
務
管
財
課
・
内
線

１
３
４
２
ま
で
。

■
消
費
者
展
（
移
動
パ
ネ
ル
展
）

　

市
内
の
消
費
者
団
体
と
市
が

環
境
問
題
、
食
の
安
全
性
、
悪

質
商
法
の
防
止
な
ど
消
費
生
活

に
関
す
る
パ
ネ
ル
を
作
成
し
展

示
し
て
い
ま
す
。

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

な
の
家　

―　

―
１
９
０
０

０４２

５６４

□
子
ど
も
の
過
去
・
現
在
・
未

来
を
つ
な
ぐ
支
援
（
ア
ー
チ
心

理
・
発
達
相
談
室
）／
幼
稚
園
・

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高

校
の
教
職
員
及
び
関
わ
り
の
あ

る
方
／
①
１
月　

日
午
後
６
時

２８

　

分
〜
７
時　

分：

学
齢
期
②

３０

３０

１
月　

日
午
後
６
時　

分
〜
７

３０

３０

時　

分：

幼
児
期
／
中
央
公
民

３０
館
／　

人（
申
込
順
）／
①
臨
床

２０

心
理
士
②
臨
床
発
達
心
理
士
に

よ
る
支
援
方
法
の
紹
介
／
■申
 

①

１
月　

日
②
１
月　

日
ま
で
に

２７

２９

荻
野　

―　

―
３
２
１
０
へ
。

０４２

５６７

□
参
加
・
体
験
・
感
動
！
ふ
れ
あ

い
こ
ど
も
ま
つ
り
（
ふ
れ
あ
い

こ
ど
も
ま
つ
り
東
大
和
地
域
実

行
委
員
会
）
／
２
月
１
日
午
前

　

時
〜
午
後
４
時　

分
／
ハ
ミ

１０

３０

ン
グ
ホ
ー
ル
／
定
員
は
作
品
に

よ
り
異
な
り
ま
す
（
申
込
順
）

／
３
歳
か
ら
楽
し
め
る
舞
台
作

品
や
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／

■費
 

五
百
円
〜
二
千
五
百
円
／
■申
 

東
大
和
子
ど
も
劇
場　

―　

―

０４２

５６３

８
９
３
４
へ
。

□
水
彩
画
会
員
募
集
（
サ
ー
ク

ル
彩
り
）
／
絵
が
描
け
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
る
大
人
／
毎

月
第
４
火
曜
日
午
前　

時
〜
正

１０

午
／
奈
良
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
／

■月
 

二
千
五
百
円
／
■問
 

野
口　

―
０４２

　

―
９
５
５
１

５６４□
演
奏
会
参
加
団
員
募
集
（
東

大
和
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
唱

団
）
／
高
校
生
以
上
／
毎
週
水

曜
日
午
後
６
時　

分
〜
９
時
／

３０

大
和
富
士
幼
稚
園
／
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
ミ
サ
曲
「
変
ホ
長
調
Ｄ　

」
９５０

／
■費
 

有
料
／
公
演
日：

　

月
３

１０

日
／
■問
 

丸
山　

―
１
１
２
４
―

０９０

３
７
４
７

□
健
康
体
操
会
員
募
集
（
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
）
／
市
内
在
住
／
毎

月
２
回
土
曜
日
午
前　

時
〜
正

１０

午
／
南
街
公
民
館
／
■月
 

二
千
五

百
円
／
■持
 

上
履
き
、
バ
ス
タ
オ

ル
、
飲
み
物
／
■問
 

五
十
嵐　

―
０４２

　

―
８
２
２
４

５６４

□
地
域
保
健
医
療
協
議
会
委
員

の
募
集

　

地
域
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
立
川
市
、

昭
島
市
、国
分
寺
市
、国
立
市
、

東
大
和
市
及
び
武
蔵
村
山
市
在

住
の　

歳
以
上
の
方
（
東
京
都

２０

職
員
及
び
前
出
６
市
の
職
員
は

除
く
）
／
３
人
以
内
／
任
期
は

２
年
／
申
込
方
法　

２
月　

日
１３

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
作
文

〔
テ
ー
マ
「
地
域
の
人
々
の
健

康
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、

協
議
会
委
員
と
し
て
取
り
組
み

た
い
こ
と
、
提
案
し
た
い
こ
と
」

（
一
、二
〇
〇
字
以
内
）〕、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
東
京
都

多
摩
立
川
保
健
所
企
画
調
整
課

（
〒　
　

立
川
市
柴
崎
町
２
―

１９０-
００２３

　

―　

）
へ
／
■問
 

同
企
画
調
整

２１

１９

課　

―　

―
５
１
７
１

０４２

５２４

□
第　

回
市
民
公
開
講
座
（
公

１５

立
昭
和
病
院
）
／
２
月
８
日
午

後
２
時　

分
〜
４
時
／
東
村
山

３０

市
立
中
央
公
民
館
／
「
乳
が
ん

の
診
断
と
治
療
」：

金
内
一
、「
こ

れ
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

生
活
習
慣
病
〜
糖
尿
病
を
中
心

に
〜
」：

貴
田
岡
正
史
／
事
前
申

込
不
要
／
■問
 

公
立
昭
和
病
院
医

事
課　

―　

―
０
０
５
２

０４２

４６１

□
千
代
田
区
立
神
田
一
橋
中
学

校
通
信
教
育
課
程
生
徒
募
集

　

都
内
在
住
・
在
勤
で
、
①
尋

常
小
学
校
か
国
民
学
校
初
等
科

を
修
了
し
た
が
高
等
学
校
の
入

学
資
格
の
な
い
方　

②
現
行
制

度
で
の
義
務
教
育
未
修
了
で
学

齢
相
当
年
齢
を
超
過
し
た
方
で

①
に
準
ず
る
方
／　

人
／
申
込

４０

方
法　

２
月　

日
（
消
印
有
効
）

２５

ま
で
に
願
書
を
郵
送
（
〒　
　１０１-

０００３

千
代
田
区
一
ツ
橋
２
―
６
―　

）
１４

ま
た
は
直
接
提
出
／
■問
 

同
課
程

　

―
３
２
６
５
―
５
９
６
１

０３

携帯電話で上図のＱ
Ｒコードを読み取る
ことで利用できます。
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す
存
在
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

〈
猫
を
世
話
す
る
場
合
〉

�
避
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
。

�
食
べ
残
し
な
ど
の
後
片
付
け

を
す
る
。

�
フ
ン
を
片
付
け
る

�
自
宅
に
連
れ
帰
り
正
式
に
飼

い
主
と
な
る
。

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
が
増
え

な
い
よ
う
に
す
る
、
近
隣
の
迷

惑
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
等

責
任
を
持
ち
、
周
囲
へ
の
マ
ナ

ー
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま
で
。

０４２

５６５

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

豊
か
な
経
験
や
能
力
を
生
か
し

て
働
こ
う
と
す
る
高
齢
者
の
団

体
で
す
。
東
京
都
知
事
か
ら
認

定
を
受
け
た
公
益
的
・
公
共
的

性
格
の
団
体
で
、国
や
東
京
都
、

市
の
援
助
に
よ
り
運
営
し
て
い

る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
公
益

社
団
法
人
で
す
。
会
員
に
な
る

に
は
入
会
説
明
会
に
参
加
し
、

登
録
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上
の

６０

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
同

セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
理
解
し
、

賛
同
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。な
お
、

入
会
説
明
会
に
参
加
す
る
に
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

／
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�

　

―　

―
０
５
３
１
へ
。

０４２

５６５

■
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

◎
住
民
懇
談
会
『
地
域
の
「
ふ

く
し
」
を
考
え
る
つ
ど
い
』
〜

中
央
地
区
・
立
野
地
区
住
民
懇

談
会
〜

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
地
域
福
祉

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

が
お
住
ま
い
の
地
域
の
「
ふ
く

し
」
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
、
懇
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
子
育
て
、
介
護
、
孤
立
、

災
害
時
の
支
援
等
、
今
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
り
得

る
こ
と
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
は
、「
地
域
福
祉
活
動

計
画
」
作
り
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

中
央
・
立
野
地
区
及
び
そ
の

周
辺
在
住
の
方
／
①
中
央
地

区：

１
月　

日
豸
午
前　

時
〜

２５

１０

正
午
／
場
所　

社
会
福
祉
協
議

会
②
立
野
地
区：

１
月　

日
貂

２７

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分
／

３０

３０

場
所　

気
ま
ま
館
東
大
和
コ
ミ

期
間
・
場
所　

１
月　

日
貍
〜

１７

　

日
貊：

桜
が
丘
市
民
セ
ン
タ

２３ー
、
新
堀
地
区
会
館
（
新
堀
地

区
会
館
は　

日
貅
を
除
く
）
／

２２

１
月　

日
貍
〜
２
月
２
日
豺：
２４

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
（
土

曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
は
除
く
）

／
２
月
４
日
貉
〜　

日
貂：

蔵

１０

敷
公
民
館
、
狭
山
公
民
館
（
共

に
月
曜
日
は
除
く
）
／
時
間

開
館
時
間
内
（
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
展
示
）
／
市
民
生
活

課
・
内
線
１
７
１
２
ま
で
。

■
立
野
一
丁
目
土
地
区
画
整
理

事
業
施
行
地
区
内
の
土
地
（
保

留
地
）
を
売
却
し
て
い
ま
す

▽
土
地
（
保
留
地
）
の
概
要

住
所
地：

東
大
和
市
立
野
一
丁

目　

街
区
①
―
３
画
地
／
面
積

１３

：

　

・　

㎡
／
売
却
価
額：

二
、

１２９
０７

二
九
一
万
円

▽
申
込
書
類
の
配
布
・
申
込
受

付　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
の
間
、
区
画
整
理
課
（
市
役

所
２
階
）で
配
布
・
受
付
を
し
ま

す（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）。

▽
売
却
の
条
件　

①
契
約
締
結

時
に
売
却
価
額
の
１
割
を
契
約

保
証
金
と
し
て
納
付
で
き
る
こ

と
（
契
約
保
証
金
は
、
売
却
代

金
に
充
当
し
ま
す
）
②
売
買
契

約
締
結
日
の
翌
日
か
ら
、　

日
３０

以
内
に
売
却
価
額
の
残
額
９
割

を
納
付
で
き
る
こ
と

※
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
申
込

み
が
可
能
で
す
。

※
売
却
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

区
画
整
理
課
・
内

線
１
２
８
１
ま
で
。

■
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や

さ
な
い
「
責
任
と
マ
ナ
ー
」

　

猫
は
生
後
約
６
か
月
頃
か
ら

子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
雌
猫
の
発
情
期
は

年
に
３
〜
４
回
、
雄
猫
は
雌
猫

の
発
情
に
よ
っ
て
発
情
し
ま
す
。

　

猫
の
妊
娠
成
功
率
は
、　

％
９０

以
上
と
言
わ
れ
、
妊
娠
期
間
は

約
２
か
月
。
年
２
〜
３
回
の
出

産
が
可
能
で
、
１
回
に
２
〜
６

匹
の
子
ど
も
を
産
み
ま
す
。

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
、
避

妊
手
術
等
適
切
な
処
置
を
し
な

い
ま
ま
餌
を
与
え
て
い
る
と
、

そ
の
地
域
に
１
匹
だ
っ
た
猫
が
、

１
年
後
は　

数
匹
と
い
う
結
果

１０

を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は
、
増

え
れ
ば
増
え
る
程
、
適
切
な
世

話
を
十
分
に
受
け
ら
れ
ず
、
常

に
け
が
や
病
気
等
と
隣
り
合
わ

せ
で
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
環
境
を
悪
化
さ

せ
る
等
、
近
隣
に
迷
惑
を
及
ぼ

〈
一
般
書
〉

�
直
感
を
裏
切
る
数
学

　
　
　
　

神
永 
正
博 
著

�
天
災
か
ら
日
本
史
を
読
み

な
お
す

磯
田 
道
史 
著

�
和
歌
の
ル
ー
ル

　
　
　

渡
部 
泰
明 
編
著

     
和
歌
文
学
会 
監
修

�
歴
史
言
語
学
の
方
法

       
松
本 
克
己 
著

�
ぼ
く
は
物
覚
え
が
悪
い

コ
ー
キ
ン , 
ス
ザ
ン
ヌ 
著

〈
児
童
書
〉

�
調
べ
て
み
よ
う
、
書
い
て

み
よ
う

　
　
　
　

最
相 
葉
月 
著

�
ル
ゥ
ル
ゥ
お
は
な
し
し
て

た
か
ど
の 
ほ
う
こ　

作
・
絵

�
て
ぶ
く
ろ
の
ふ
た
ご

　
　
　

二
宮 
由
紀
子 
作

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

������������������������������������

《今月の納期》 
　納期限　2月2日（月） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・市・都民税 第4期 

・国民健康保険税 第7期 

・介護保険料 第7期 

・後期高齢者医療保険料 第7期 

ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
東
大
和
市

立
野
１
│　

）
／
社
会
福
祉
協

６４６

議
会
の
事
業
説
明
、
地
域
の
福

祉
課
題
に
関
す
る
意
見
交
換
と

こ
れ
か
ら
に
向
け
て
／
申
込
不

要
で
す
。
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
／
社
会
福
祉
協
議
会

�　

―　

―
０
０
１
２
へ
。

０４２

５６４

◎
小
学
生
向
け
お
菓
子
教
室

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
花
み
ず
き
」
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
ク
レ
ー
プ
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
〜

６
年
生
／
２
月　

日
貍
午
後
２

２１

時
〜
４
時
／
中
央
公
民
館
／　
２４

人
（
申
込
順
）
／　

円
／
申
込

１００

期
限　

１
月　

日
貊
／
エ
プ
ロ

３０

ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ

ル
／
社
会
福
祉
協
議
会
�　

―
０４２

　

―
０
０
１
２
へ
。

５６４◎
市
民
の
た
め
の
福
祉
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座

○
基
本
編
「
東
大
和
市
の
福
祉

事
情
を
知
ろ
う
！
」

　

２
月　

日
貂
午
後
１
時　

分

１０

３０

〜
４
時
／
市
内
の
福
祉
制
度
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
、
市

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹

介
、
車
い
す
体
験
学
習

〇
高
齢
者
編
「
高
齢
者
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
よ
う
！
」

　

２
月　

日
貍
午
前
９
時　

分

１４

３０

〜
正
午
／
高
齢
者
の
心
理
・
身

体
機
能
、
向
台
老
人
ホ
ー
ム
の

見
学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

○
障
害
者
編
「
聴
覚
障
害
の
理

解
と
手
話
体
験
」

　

２
月　

日
豺
午
後
１
時　

分

１６

３０

〜
４
時
／
聞
こ
え
な
い
世
界
と

は
、
気
軽
に
手
話
体
験

○
子
育
て
編
「
子
ど
も
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
よ
う
！
」

　

２
月　

日
貉
午
後
１
時　

分

１８

３０

〜
４
時
／
子
ど
も
の
心
理
・
ふ

れ
あ
い
方
、
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
か
る
が
も
広
場
の
見

学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
編
「
楽

し
く
学
ぶ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

　

２
月　

日
貊
午
前
９
時　

分

２０

３０

〜
正
午
／
高
齢
者
や
一
般
向
け

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
験
等

【
共
通
事
項
】

場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
ほ
か

市
内
施
設
／
各
回　

人
（
抽
選
）

２０

／
無
料
／
い
ず
れ
か
１
回
の
受

講
も
で
き
ま
す
／
申
込
期
限

２
月
６
日
貊
／
申
込
み　

社
会

福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
�　

―　

―
０
０
３
５

０４２

５６４

へ
。

眼鏡？コンタクトレンズ？　
　見えにくい時に使う眼鏡とコンタクトレ
ンズには、それぞれ一長一短があります。
　眼鏡は対象物の像がゆがんだり、大きさ
が変化して見えたりします。この見え方の
不快感は、きちんとかけ続けることで慣れ
てきます。
　一方、コンタクトレンズは直接角膜にの
って眼球と共に動くため、ゆがみや大きさ
の変化はありません。見え方だけではなく、
スポーツやおしゃれにはコンタクトレンズ
の方が向いている様な印象もあり、コンタ
クトレンズ装用者は増えています。
　しかし、コンタクトレンズは眼に入れて
使うため、絶対安全とは言えません。日本
眼科医会の調査によると、コンタクトレン
ズ装用者の約１割が何らかの眼の障害を発
症しています。
　コンタクトレンズに直接触れる角膜には
血管がなく、角膜の細胞はその代謝に必要
な酸素を涙を介して取り込んでいます。最
近は酸素透過性の高いレンズが増えていま
すが、たとえ酸素を通すレンズであっても、
装用により角膜が空気と遮断され、酸素の
供給が制限されます。
　角膜の一番内側には、角膜の健康をつか
さどる「角膜内皮細胞」と呼ばれる細胞が
あります。この細胞は加齢によって減少し
ますが、酸素の供給不足により減少速度が
早まります。一旦減少した内皮細胞は再生
せず、大幅に減少した場合は様々な角膜障
害を起こす恐れがあります。この障害は、
コンタクトレンズの装用年数が長期化する
ほどリスクが高まり、痛みなどの自覚症状
が無いままに進行するので注意が必要です。
　眼の健康を保つために、眼鏡とコンタク
トレンズを上手に使い分け、コンタクトレ
ンズの検診は定期的に受けるようにしまし
ょう。　　　  公益社団法人東大和市医師会
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●松谷卓コンサート2015
　数々の映画音楽を手掛ける
若手アーティストのピアノコ
ンサート。東日本学校吹奏楽
大会に３年連続で出場を果た
している都立東大和高等学校
吹奏楽部が特別出演します。
　２月８日 豸午後２時開演／
大ホール　全席指定／一般
２,５００円、学生１,５００円

チケット発売中の自主事業

●野村万作　狂言の会
　人間国宝による狂言公演。
「萩大名」「二人袴」の２曲をお
届けします。初めてご覧にな
る方もわかりやすい解説付き。
　２月21日 貍午後２時開演／
大ホール　全席指定／３,５００
円（友の会３,０００円）／出演
野村万作、石田幸雄　ほか

●ダンスパフォーマンス
BATTLE@ハミングホール
　フラダンスやよさこいなど、
様々な音楽に合わせたダンス
パフォーマンスを出場団体に
より披露。客席の皆さんの投
票により賞が決定されます。
　２月15日 豸午後３時開演
（開催日が１月18日豸から
変更）／大ホール　全席自由

／５００円／１月１７日 貍からチ
ケットを発売します。
《出場ダンスチーム募集》
　ダンスが好きな方、ダンス
に合わせてパフォーマンスし
たい方等を募集します。ジャ
ンル・年齢は問いません。参
加料１組５,０００円、持ち時間５
分以内。参加を希望する方は、
１月25日 豸までにハミング
ホールへお申し込みください。

 

●東大和の音楽家たちパート
23「日本のうた 世界のうた」
　１月28日 貉正午開演／入
場無料／出演　福田恭子、宮
田桂子、鹿内真理、市山ひろみ

 

　市民を対象とした調整会議
は、２月１日 豸午後１時３０
分から行います。

ロビーコンサート

１月の施設利用の申込み
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■
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
が
退
職
（
失
業
）
さ
れ
る
と
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行

い
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
方
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
退
職
（
失

業
）
し
た
年
度
及
び
翌
年
度
に

限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
通
常
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請
者
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
が

所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免
除

で
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
申

請
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て

審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
必
ず
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明

書
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
（
添
付
が
な
い
場
合
は
特
例

の
扱
い
に
は
な
り
ま
せ
ん
）。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
若
年

者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
の
方
は
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

に
よ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）
及
び
、
一

部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
方
で
す
。
ま
た
、夜

間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課

程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

学
生
で
な
い　

歳
未
満
の
方
の

３０

場
合
に
は
、
本
人
及
び
配
偶
者

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
申
請
に
よ
っ
て
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行

わ
ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
障
害
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
、
収

入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

を
増
や
す
た
め
、　

年
以
内
で

１０

あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」
を

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） 

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
１５

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

�
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２８年２月大・小ホール
平成２７年８月その他の施設

グループ活動に思う　
　東大和市の公民館などの施設も、多くのグル
ープ、サークルに利用されています。
　活動ジャンルは様々ですが、個々が抱えるほ
とんどの問題は、それぞれが人の集まりである
という現実に由来するのではないでしょうか。
　私自身、大学時代に加入したサークルに始ま
って、今まで色々なグループに所属してきまし
たが、その記憶には、「しんどかったなぁ」とい
う思いが伴っています。
　これらで経験したグループ活動に共通する基
本的な課題は、「他者の楽しみ・歓びを、いかに
共感出来るか」「自分の楽しみ・歓びを、いかに
他者と分かち合えるか」ということと思います。
　でも、こうした課題は、正に人の集まりなら
ではのもので、簡単な解決はないでしょう。
　さて、以上が今回のレポートの導入です。断
定的な解決方法は無いでしょうから、以下、こ
の課題を考える上での、具体的な私なりの視点
を３点提示して、稿を終わりたいと思います。
　第一は、特に趣味のグループになりますが、
各メンバーが持つ、「楽しくやりたい」との要求
をどう取り扱うか、ということです。
　「楽しくやりたい」という言葉は、実に当を
得ているように聞こえますが、そこから発する
各自の言動は、実にエゴイスチックです。
　第二は、「私も皆に負担を掛けている」という
心からの気付きを、どうしたら各自が得られる
か、ということです。
　「私は、あの人のようにはならない」と言う
人がよくいますが、その当人が非難の対象の人
と変わらない、ということがしばしばです。
　第三は、表面的に波風を起こさないために払
う過度な配慮の努力から、どうしたらグループ
全体が解放されるか、ということです。
　何も発言しなくても、どんな役もしていなく
ても、グループに席を置いている限り、各自は
グループ全体の責任を負っているのです。
　身近な環境を整えることが、伸び伸びした市
民生活の秘訣と考えます。　　  　　　　　  　
　　　　　　　　　　  （市民記者　浅利和彦）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています �

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

献血にご協力お願いします

　�日時　1 月 23日貊 午前 10 時～

　正午、午後 1 時 15分～ 3 時 45分

　�場所　市役所北側駐車場

　�問合せ　市立保健センター� 042-

　565-5211 まで。


